
10}'l1続税夜
人口 88，173人(十7，254)

努 43，925人
女 44哩24喜入

ilti務まま 25，1号3(今2，544)
( )宍辻義若年比

我孫子市役所
市長公室霊会程額縁

審議/五錨
ヂいひ、あ 第478

〔鰯和34年 7 丹羽鎚第3!重郵f型~"K書官II

鐙
我
孫
子
然
然
A
V
許
制
問
自
創
設
会
条
黙
の
開
閉
我
誠
子
治
夜
議
議
出
ほ
際
害
者
福
投
手

…
総
会
伐
採
す
る
糸
約
的
制
定
に
つ
い

w
明
党
総
糸
州
内
町
一
市
部
を
放
正
す
る
糸
似

て

約

制

定

に

つ

い

て

第
2
次
自
力
年
計
滅
的
散
防
品
川
い
あ
た
緩
我
孫
半
市
ね
た
き
局
経
人
総
務
者
一
楢

り
議
員
総
数
令
改
反
L
-
多
く
町
市
社
説
圭
一
党
総
糸
川
問
的
一
際
を
改
認
す
る

浅
か
ら
我
見
合
物
取
す
る
た
め
提
案
毎
品
ぬ
の
総
山
崎
H

い
つ
い
て

れ

乏

し
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餓

世
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榔

随

時

取

得
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い

て

鳳
我
孫
子
議
磁
気
出
品
減
象
的
内
…
務
を
人
目
的
増
お
に
伴
い
、
統
制
加
子
議
期
間

改
日
比
す
る
条
例
的
総
銭
円
い
つ
い
て
部
地
岐
に
我
孫
子
中
教
終
的
分
隊
佼
と

襲
撃
命
中
芸
警
児
童
福
栓
手
当
し
て
潟
地
争
伐
採
す
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た
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さ

文
総
議
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一
裁
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す
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れ
ま
し
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。
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線
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総
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い
て
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り
ま
し
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。
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工
務
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付
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ま
し
爾
続
線
引
緊
張
絞
我
孫
子
市
湿
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察
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H
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議
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9
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習
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予
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削
開
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絞
殺
滋
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治
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出
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事
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光
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収
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狩
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U
年
度
技
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治
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築
制
則
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終
淡
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よ
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、
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伍
U
祭
災
に
制
刷
会
火

踊
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特
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会
計
護
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事
業
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計
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縫

縫
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激
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閉
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予
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総
紛
れ
祢
皮
我
孫
子
市
上
水
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事
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て
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和
十
出
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孫
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念
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計
殺
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続
出
決
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て
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司
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殺
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芝
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滋
災
後
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金
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助
与
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ま
し
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回
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和
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捜
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湖
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に
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叩
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湖
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台
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滋
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総
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工
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加
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仇
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2
3
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熱
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〈
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然

災

〉

4
1
0万
m
門

令
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す
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線

総

験

線

的

印

刷
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1
0
5
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仮
称
つ
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野
務
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保
育
鐙
建
設
ヱ
事
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V
機
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予

察

ぷ

計
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き

札

た

念

な

務

議

官

川
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紛

〈

1
2
3
0万
円
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{

総

務

繁

〉

広

報

総

紙
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M
1
0
0
0郎
、
と
冷
仰
向
手
当
初
殺
説
干
念
溜
鵠
問

(
6
8
8
J開
}
門
教
育
関
〉

湖
北
守
、
与
御
一
テ
f
匂
ン
タ
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工
事
緩
(
市
政
案
内
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3
6
0
0
0郎
防
庁
成
を
変
更
し
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7
7
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的
機
物
を
協
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祢
白
山
中
尉
納
凶
削
減
門
事
数

{
9倦
9

時
地
返
す
る
た
め
収
減
織
さ
れ
ま
L
たの

4
8
7万
仰
い

山
科
採
寸
中
学
校
分
師
陣
品
位
と
し
て
昭
和

削昨年
4
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間
同
校
を
白
F
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本
紙
淡
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a

毛
H
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'"コミュニティセン聖一討議隣i患(J日湖北小学絞}

全長号なくして明るい生i震を/

室主践的悩みごとや総長長ごと、行政への

要望や後惨など専門め綴談員lこより本塁

線に応じますむ気がるにおでかけくだ

'"い。
修災時 10月17日Uilぬ10縛-31時

@主義 所 手文子長二子市中央公然自官

@椴主義相手 主会務長語、家際手批判紙、社会

f梁韓義務務所、 L恥m県民言阜、五どi議安全
対策議室、市行政本袋詰実員、 19欲張主終局、

市役所
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曲理官彦

長Z司

期
調
剤
敷
を
朝
捕
し

伊

度

よ
工

議事空手持 1・16日発行

制
刊
闘
関
川
川
的
河
川
内
航
酬
を
糊
刊
汚
し
て
、

務
上
品
開
技
場
、
鵬
削
減
同
明
、
サ
ヴ
カ

ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
パ
レ
1

3
i
子
、
広
場
な
ど
み
や
つ
く
る
総

会
総
動
公
雷
立
川
闘
が
、
黙
の
い
都
中
期

叫
例
制
側
地
方
寄
議
会
的
ゑ
認
も
お
り

此
小
平
肢
を
初
都
市
民
と
し
て
工
事
を

繍
エ
す
る
こ
と
じ
な
リ
ま
し
た
会

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
設
機

(2) 

メ九
広二宮

税
事
、
同
開
設
し
て
い
る
我
孫
子
駅
行

絞
殺
絡
は
問
は
‘
出
料
開
川
容
も
一
多
く
事
務
室

も
狭
い
た
め
ち
創
刊
燃
す
る
方
に
不
便
を

お
か
汁
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
叩
月
刊
川

西
か
ら
返
却
仙
の
と
こ
ん
4

へ
地
問
闘
争
相
側
)

へ

移

転

し

議

務

を

叫

け

い

ま

す

“

赤

ち

ゃ

ん

的

す

で

ご

波

紋

下

さ

い

。

ま
た
、
名
称
も
殺
M
m
子
釈
然
行
総
議
こ
や
か
な
成
長
と

V
間
同
時
油
丹
市
計

均

所

に

来

由

民

い

た

し

ま

す

e

事

せ

を

断

い

、

記

録

〈

会

)

e

m

〈

線

転

先

〉

品

市

山

削

(

も

く

せ

い

)

B

(

ホ
〉
午
前

泌
総
下
街
本
的
2
7
8
6
4骨
3
号
を
れ
抑
制
勝
り
L
ま

す

。

9

時

か

ら

は

時

間

〈

印

刷

d

5

3

1

7

こ

れ

は

、

災

級

ま

で

と

γ後
ー

な

お

、

行

絞

晴

雄

的

関

係

ぞ

は

、

止

の

も

子

市

が

だ

れ

か

ら

時

か

ら

4

時

ま

め

に

か

ぎ

っ

て

、

総

務

念

行

フ

て

い

乏

も

愛

さ

れ

る

ま

ち

か

で

す

む

す
丹
で
、
こ
注
帯
域
下
務
い
。
づ
〈
り
と
し
て
内
総
ル
山
総
動
と
、
郷
土
干
場
所
市
役
所
本
庁
、
湖
北
受
所
、

食
戸
籍
綾
抄
本
的
交
付
あ
?
」
を
よ
り
殺
し
て
い
た
だ
〈
た
め
尚
北
台
支
所
、
荷
数
九
一
柄
、
災
弘
子

品
開
住
総
謀
総
抄
本
的
交
付
に
「
縫
生
内
木
町
総
緩
ん
を
緩
め
て
い
腕
前
行
政
迷
持
続
‘
叉
ま
合
総
行
政

*
印
鑑
山
品
川
録
証
明
(
す
で
に
毅
然
淡
内
る
も
の
で
、
こ
札
で
け
は
開
闘
を
数
え
ま
十
。
連
総
務

も

の

}

的

交

付

策

的

縫

に

、

あ

る

い

は

市

が

決

め

た

場
併
に
柑
慨
£
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
悶
務
総
緩
か
ら
、
業
内
技
が
と
ど
き
ま

今
回
間
的
総
サ
抑
制
旬
は
、
昭
和
問
年
3
丹
す
か
い
1
d
w
ず
そ
の
ハ
庁
考
を
ご
持
参

1
n
M
か
ら
緩
和
町
脳
部
9
月
向
日
ま
で
に
の
う
え
唱
も
よ
り
的
地
所
で
お
受
け
下

生
ま
れ
た
滞
ち
ゃ
ん
か
す
。
さ
い
。

な
お
、
今
年
内
2
月
下
旬
む
ゑ
ま
れ

V
照
合
わ
せ
先

て
、
3
月
1
日
以
後
に
山
槻
争
開
相
が
山
尚
各
市
役
所
市
民
議
官
(
m
M
〉
1
1
5

札
た
獄
ち
や
ん
で
、
熱
回
閣
誕
皆
川
内
ホ
を
1
-
内
線
2
4
3

受
け
取
ら
な
か
っ
た
方
は
‘
中
市
隊
総
ま
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総
ぬ
ま
巾
は
、
急
激
な
人
口
め
柄
拘
胤

に

対

応

す

る

た

め

に

、

崎

市

古

川

法

設

の

盤

…

備

を

い

ぞ

い

ぞ

い

ゑ

す

が

毛

そ

れ

で

も

、

一

運

動

植

諸

説

や

公

糊

槻

が

不

足

し

て

い

辛

す

。

一

現

在

、

添

市

刊

に

ほ

、

ス

ポ

!

ツ

施

設

一

と

し

て

銭

磁

さ

れ

て

い

る

附

は
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2

ヵ

一

齢

別

し

か
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〈
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手

賀

沼

会

闘
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野

球

機

ポ

2

5

・

ツ

に

参

加

す

る
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む

ず

か

し

い

セ

ン

タ
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、

終

求

処

球

々

ン

タ

ー
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…

八

開
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藩

士
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〉

V
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主
張
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会
小
太
刃

1

一
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ニ
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コ

ー
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宮

司

時

綴

仲

仙

台

液
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た
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倒
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政
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3
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;
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郁
約
9
時
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(
寿
1
4
4
3
5
)
時
制
〈
悶
〉

中
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へ
公
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野
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場
1
司
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ス
4
J

を
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、
、
中
市
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が
だ
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も
事
総
明
、
。
ル

t内
用

す
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も
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で

・

巡

勤

務

終

合

一

問

分

か

ら

3

6

5

3

i
ト
4
紛
争
数
え
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だ
け
で
す
。
冬
ゐ
氏
物
令
中
心
に
、
努
球
場
‘
テ
エ
中
心
と
ー
た
は
柑
地
公
開
閣
で
す
が
、
そ
的
…

V
欄
級
品
偶
然
子
市
中
尭
公
民
館

い
評
議
総
し
よ
う
と
し
て
も
場
所
や
ス
7
5
5
L
、
機
上
競
技
場
、
バ
レ
1
コ
ほ
か
心
、
多
織
的
町
内
出
場
や
虫
始
緑
地
な
一

V
務
総
創
刊
1
6
0
0
円
(
同
町
食
代
合
〈
紘
一
会
情

総
設
を
き
が
す
め
い
H
V
と
管
労
で
、
ス

I
F、
サ

ッ

カ

ー

織

な

ど

を

四

組

み

合

わ

ど

む

っ

く

り

門

口

問

時

臼

な

ど

に

ピ

ク

一

一

一

む

)

V

災
時
打
M
R
3
日
川
畑
山
)
i
6
R
(
日
)

せ
た
総
合
議
鮎
附
絡
を
洲
一
同
問
川
阿
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栄獲成分的有若草舎ができる段衰え話

されていて館主主火僚が幣満了した

賞品口ついています。 く商工際〉

緩 I).:tT 殺って下さい

*電気議、ジャ叩 本フオ山'l 察ベピーバギ一軍事 *予告書湾総事事

ギタ一 本スチームオ…ブン 夏草(16-18インチ*大人緩g哲
学中学念F露骨!JiJ接客毒薬…家主 *絡 事量軍事 *家庭湾嬢緩 (1mf空)
主妻セット 々後宮琵こたつ *総 務 9たいも丹、殺ってほしいも

気λトーブ *詩書わかし量量 的は痛工蒸へ官82-1151内線 233

契約は口約束でも
成立する

契約は、当事者同士が窓d七表(

訴して合吉iすれば‘口約束でも

成立Lます。日常的な取り引き

では口約束でこと足りますが、

重量聖書な取り引きや金額的~，、場

合は契約書をつ〈ります。

契約書書をつくる時母心得

事電車3察に1;1‘当事巻町住民号、氏

名‘事選事"Jめ回会守、内容、条件、途

終的警告的約草昔、縁寺去年JlBをま己殺

し、当者辞表的事妻名または記名絡

ま詩が必要警です。

長担軽主を詰ることも必要ですc

祭終iこハン在押さないこと

契約するときは、内容をi主〈

言発んでからハンをj甲すこと ω

説明るい
t>大久保明次さん(若松 127-2) 証人クラブ会員にはすでに交付

から 3万円円寄付がありま Lた。 しましたが会員以外の方はつつヒ

炉八千音次郎さんi宜侠(緑 6) 准告を{すで身分訂正明するものを設

から社会福祉事業へと 57i問的苦李 総 L交付を受けて下き丸、惨関1毘MIさん((.講習flll444)から1革
育園にスイカ23倒的機織がありま

した。

t>塚本次節さん(下ヶp;504…1) 

から録音雪量に洋II!!と汁モチャ的苦手

践がみりました。

歩海老原文需主宰ん{寺奪取 828)か

ら1万fIl丹毒事ftがあり決した。

券三菱銀行認のま話会のみ在さんか

ら援戸ふと久脊索中にお建玉誌の努綴

iJ<ありましたe

善意箆干害努きん〈中終1131ω 詰)

から湖北台東'J、に総i&おと総本的

寄贈がありました。

炉尾上吉之きん(湖北台

日)から湖北台東小に樹本と主主的

主宰婚がありました。

Hヵeありま Lたa

努中台広さん(布佐2258)かん子

供湾セータ-50義的主宰婚がおりま

した。

争オ-J~カマーズヴラブ{波書宇治

;1':-)から乏人福詮センターに 37i

fIlの喜子fすがありま Lたb

Hつっと荘"
利箆許可証の交付

市内向日日歳以上町高齢者につつ

じ終予IJffl許可証を交付L、入会器l正

分~明らかにすることになりまし

た。 11月i日よりつつヒ我におい

でになるときは、必ず胞につけて

入J!きして1てきい。

は33J!:.fIllごj卒してお ηます。 の苦再発向上告るため'11装 I2が労 ~日時 10月26日 午後6時かん

的務総貯金として渓けられた 働省にけして紋符五時14!をきまけるた 砂場所 浦安問中央公民総議設

資金i念、 fi守的M家主t射殺交の主要な グ〉の1;給紋符副ili車体信者(i描常的tt 1>聴講者 約 300名 (j渡挙機合病

1京習をとなっており、関災前f民社内 全を支給しながら砂える H、叩~)を する骨量住民}

t曽i在、校長会資本的ヲ記事誌に役立てわ 守える均介、務総京日付して給付 (選挙管互理事霊長司会}

れておりますの (郵政省) 全を支給する由時間で、給付余円額

位、 1人目鎖中小浪には13紺

F号、大企業主iごli1000則合年IiIj!O

o H分までJZ給されますa 緯線は 争入校資f毒殺し〈中学・絞殺を

令'l'J!電i自 ('"FT召)聖書際会。 子薬品絞殺詩H筆記草間0472(23) 27 卒業した詩文は、絞殺して上主絞11守

長持滋 10持3哲日(日}在野ヲミ中止 54又辻、我敏子潟宅事f支持j苦手?をiどj③f全 線異耳郊の者('1'鈴事m長なし}
努薬会議後続午}存9時 fi (82) 3612へ u滋 1:;諜1>，苦付期間 R召手1152"，，10111Hか

ら昭和53年4再訪日

炉毒事典 投告主主補付与〈食料隠れ

2級技能検定学科試験免徐(会糾

綴喜十議ま総本泌総支援 淡lEな定却i検 @計主E総定却li主殺 Jt:.'1殺到:i!l'j訓告 自j、執業訓練指導j:!免許(燃γ

殺を語尾織するため、計盤法務144 を除〈計電器i主主義介検殺とします。 I圭7年取得) (全科臼)、所得?止

条にま悲づき絞殺燃が夜機、街T~t ・ ※時間I土井会均と ι午前10時から の勤劣学生控除(全科悶〉、宮級

二[}場・病院主ー金約主導へお仰い Lま 午後3時ま寸です。 建築上試寄金資格的捌際空襲争議{殺害義

ナ円でごf品11<t!f!， ""即日聞は10 術℃言葉料、作業主任者議習会的e党議資

月16日かん11月中仰です。 絵師時11司短縮珪1部免主義{滋浅草寺

(つっと務}

/ ノぜドミントン ¥ 

¥ 市民大会/

I>B範幸 IO!'l23自 午務B詩30分
努壊罪者 l巣立我孫子高校体育館

I>t翠潟 男子11¥・1者μ 一役k子lIi
後命家燦綿入授。

惨事聖書目撃藷 1人I陸自 l00fIJ 

b申込期間 10月16日-10月初日
ト申滋先 岩城武(官邸-0984)

愚かな〈らu住みれ、社会をつ〈る
郵便貯金月間

鮪1(1者j貯金i之、総当号以来詐?にi歪Jf"，

:t~t:詩!こ官官殺し、 ぞ内是正j斉'10，品の安

定主義議後押絵i換に寄与しつつ吉正案

主主多み全然けており、貯金夜夜高

嗣
持
費

(秋の会欝防犯運動〉

1母1121院から11月2Bまで全国

約な殺事事防止キ奇シベーンを展開

します。持iエ今岡は、 qf巣fll'、な

どめ{法人織や碕松本域内防犯をnf"

びかけまれ 101]28flには拍符従

総点俄による rrガmパレーれが
行れます。泌総のない明るい社会

をみんな?で11'りましょう
(官長会対策課喜代縫E支持主役者{災後〉は会代努

の慾独占?翠淡に1訴人てかきない人々が

続会主やケフゲで多くの章表;高約魚ま践を

Lなiすればならな弘、g寺、お11:いに

漆身体1禁容J務総後協会で辻、馬 主主汁合うた拘ーふだんからi諸機1見
殺軽雲寺存J守的方々的コミぷムケー γ を約HするとJもに務lや場内務I均金
ン的1'11誇{じを誌かる笥約として、 により旅費経費全員総するという日

予言自殺派i立母謀総を1fつれ、ます。 的で生まれた制』立て・す。

ttfflli然科ですが、吊壊される 現在、月に約6千200'};ド)<7)防長

方は‘ (<.gの Lt盟IiillIなまでに的接 療費等的支出があり、今後際燦1~

f高校協会へ申込んで下さいの の;k樋な改定が子部i怒れるめて占唱え

また、ニ的↑品設さでは、争議~量訳 出{保険納付費)は機大ずる一i盆

訴も募集lておりますので刻(1'わ ですc

せf，予

r安定き{事!家お:fi-rfi1tlt協会、 子
葉市子高j):it1i4 3 ~ま告472 (45) 11 
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有給義主総務11絞
体綴奨滋給付念議官Eま

ニ内容1]1定i季、 f括経事絞め幕議r戦主力

=今月の闘機徴収凶

@日時 10月31日(月)

宮町 30-16:∞ 
@場所 戦隊彩。 i樹二仁全線

i靖4t食文系rr

市話をかけるこ主により、

市内業務等がわかります。

乎日は 1i盟湖町主義務、日nll・

休日には、呂E堅守休日当番義援

がわかります。 (24"寺r.号待室主}

クリーンセンター
意襲撃事総銭護審議集

1>草誼機 一骨子労務、機t喧4草作

1>年齢 40ft是以下(労チ)

1>申込期間 10月16日町 11113011

1>申込先 クリ…ン-¥:ンタ

惜 (88)0664 

工的康保黙殺の脅しい然殺をど

理解のうえ、ま欝j寄与iましないよう

漆lJfさ弘、き舟1.1についてのご紛

言葉は浅録係{内線239)

{E議1与去年全喜重)

供問一ゆ
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争臼時 間月16B 午詰耳目待~午

後3時30骨

炉象襲語汗 スーパ ダイエー我孫子

務総広場 {我孫子雪主義雲監言語録}
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